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No.15　教員組織の見直し

イ　教員組織の見直し
本学における領域横断的な研究や、課題に対する臨機
応変な対応を図るため、学部学科再編に併せて教員
組織を見直し、全教員が所属する学術院を設置する。

イ　教員組織の見直し
学術院制度の導入に向けて規則等の整備、実施体制の
構築を図る。

学術院制度の導入については、他の公立大学の実績に
関する情報収集を行った。担当理事（常任理事）、担当
部局（法人運営改革室、総務・人事・施設担当）に教学担
当副学長を加えた体制を整備した。

教育研究の質の向上に向け、教員組織の見直しを行っ
た。学術院制度の導入に向けた組織整備については、
規則等の整備には至らなかったが、教学担当副学長を
含めた実施体制を構築した。

イ 教員組織の見直し
学術院制度の導入に向け、検討主体となる組織体を正
式に位置付け、具体的な議論を開始する。併せて必要
な規則案の作成や制度設計の整理を進め、導入に向け
た体制整備と検討プロセスの明確化を図る。

先行大学の制度・規程等を参考に、学術院

の目的、組織、教員の所属、学部・研究科

等への配置、人事及び意思決定の在り方な

ど、制度設計上の論点整理に着手した。今

後、検討組織において具体的な議論を行

い、制度案及び関係規則案の作成を進め

る。

参考までに、学術院制度の概要の分かる資料もご提出
願います。
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